
 100101 北海道奥尻町のいま（前篇）

ホ
テ
ル
の
開
業
と

せ
た
な
航
路
の
復
活
に
よ
る

地
域
の
活
性
化

　
奥
尻
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
に
よ
る
宿
の
減
少
を
背
景
に
、

観
光
客
の
受
け
入
れ
に
課
題
が
生
じ
て
い

る
。
町
で
は
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
旧
役

場
庁
舎
の
跡
地
に
七
階
建
て
、
一
三
〇
室

の
ホ
テ
ル
の
建
設
を
決
断
。
二
〇
二
七
年

一
一
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
奥
尻
町
は
、
北
海
道
南
西
端
の
日
本
海

上
に
位
置
す
る
。
東
西
一
一
キ
ロ
、
南
北

二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
南
北
に
長
く
、
町

域
面
積
は
約
一
四
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

二
〇
二
六
年
六
月
末
の
人
口
は
、
二
〇
三

五
人
と
な
っ
て
い
る
。
島
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
、
約
六
一
キ
ロ
離
れ
た
本
土
側
の
江
差

港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
一
便
（
繁
忙
期

は
二
便
）
就
航
。
ま
た
、
函
館
空
港
お
よ

び
札
幌
丘
珠
空
港
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
飛
行
機

が
週
五
便
、
二
便
就
航
し
て
い
る
。

　
本
報
告
で
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
振
興
や
滞
在
型
観
光
の
推
進
、
未
来

に
向
け
た
多
様
な
人
材
の
育
成
な
ど
、
近

年
、
町
で
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
持

続
可
能
な
島
づ
く
り
に
つ
い
て
前
後
篇
に

分
け
て
紹
介
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
町
が
目
指
す
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進
む
事
業
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
（
現
状
は
二
〇

二
六
年
七
月
の
取
材
時
）。

北
海
道
奥
尻
町
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ま 
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ホ
テ
ル
の
開
業
を

観
光
振
興
の
起
爆
剤
に

「
北
海
道
南
西
沖
地
震
が
発
生
し
た
三
三

年
前
（
一
九
九
三
年
）
の
町
の
人
口
は
約

四
五
〇
〇
人
だ
っ
た
が
、
現
在
は
約
二
〇

四
〇
人
と
、
ほ
ぼ
半
分
に
減
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
人
口
減
に
な
る
と
、
少
子
高
齢

化
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
町
の
活

気
が
失
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
奥
尻
は

一
次
産
業
の
町
だ
が
、
か
つ
て
は
そ
れ
に

匹
敵
す
る
ほ
ど
の
観
光
需
要
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
宿
泊
施
設
が
次
第
に
少
な
く
な

り
、
町
に
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
に
く
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
打
開
策
の
一

つ
と
し
て
、
ホ
テ
ル
を
建
設
し
て
観
光
需

要
を
生
み
出
し
、
フ
ェ
リ
ー
と
飛
行
機
の

双
方
の
利
用
を
増
や
そ
う
と
考
え
た
」
と
、

新し
ん

村む
ら

卓た
か

実み

奥
尻
町
長
は
話
す
。

　

ホ
テ
ル
建
設
に
は
四
〇
億
円
近
い
費
用

が
か
か
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
観

光
客
が
多
か
っ
た
時
期
に
は
、
年
間
一
〇

億
円
ほ
ど
の
お
金
が
島
内
で
消
費
さ
れ
て

お
り
、
ホ
テ
ル
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
以

前
の
よ
う
に
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
あ
わ

せ
て
航
路
・
航
空
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
も
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

「
私
は
、
お
金
を
生
ま
な
い
箱
物
を
造
る

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ホ
テ

ル
で
あ
れ
ば
、
投
じ
た
費
用
が
地
域
の
中

に
再
び
お
金
を
生
む
と
思
っ
て
い
る
」

　

建
設
費
は
「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活

環
境
創
生
交
付
金
（
第
二
世
代
交
付
金
）」

を
活
用
す
る
。
建
設
を
担
当
す
る
の
は
、

町
と
民
間
の
出
資
で
設
立
し
た
「
株
式
会

社
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
（
ジ
ョ
イ
ン
）」
で
、
町
は
同

社
に
五
億
一
〇
〇
〇
万
円
を
出
資
し
、
国

の
交
付
金
と
過
疎
対
策
事
業
債
の
計
約
二

〇
億
円
を
財
源
に
建
設
資
金
を
補
助
。
現

段
階
の
試
算
で
は
、
借
入
れ
に
よ
っ
て
町

の
負
担
は
大
き
く
な
る
が
、
ホ
テ
ル
か
ら

得
ら
れ
る
利
益
や
固
定
資
産
税
な
ど
を
含

め
て
考
え
る
と
、
年
間
一
二
〇
〇
万
円
ほ

ど
の
収
入
が
あ
り
、
償
還
後
も
約
二
〇
〇

万
円
が
町
に
残
る
計
算
で
、
し
っ
か
り
と

し
た
収
益
を
も
た
ら
す
事
業
に
な
る
と
い

う
。
ホ
テ
ル
の
運
営
は
、
北
海
道
内
外
で

ホ
テ
ル
を
経
営
し
、
大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー

プ
と
も
連
携
す
る
「
Ａ
Ｂ
ア
コ
モ
株
式
会

社
」
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

せ
た
な
航
路
を
活
用
し
た

観
光
ル
ー
ト
の
開
設

　

奥
尻
の
観
光
客
が
最
も
多
か
っ
た
頃
、

来
島
者
の
約
六
割
が
道
央
方
面
か
ら
来
て

奥尻町のビジョンについて説明する
新村卓実町長。
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い
た
。
し
か
し
、
奥
尻
〜
せ
た
な
航
路
の

休
止
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
に
よ
り
、
そ
の

流
れ
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
新
村
町
長

は
「
河
原
泰
平
せ
た
な
町
長
に
話
を
し
た

と
こ
ろ
、『
せ
た
な
側
も
奥
尻
と
の
航
路

が
な
く
な
っ
て
か
ら
町
の
雰
囲
気
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
航
路
の
復
活
に
向
け
て
協

力
し
た
い
』
と
言
っ
て
く
れ
た
。
せ
た
な

と
結
ば
れ
る
こ
と
で
、
長
万
部
〜
洞
爺
〜

登
別
〜
札
幌
へ
と
観
光
ル
ー
ト
が
つ
な
が

る
。
札
幌
方
面
へ
向
か
う
周
遊
ル
ー
ト
の

開
設
を
目
指
し
た
い
」
と
せ
た
な
航
路
の

復
活
に
期
待
を
寄
せ
る
。
こ
の
ほ
か
、
函

館
空
港
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡
張
計

画
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。「
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
面
積
を
約
五
倍
に
拡
張
す
る

計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
定
期
便
に

加
え
て
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
受
け
入
れ
や
す

く
な
れ
ば
、
函
館
を
入
口
と
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
奥
尻
へ
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
ホ
テ
ル
の
開
業
に
合
わ
せ
、
今
か
ら

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
」

　
新
村
町
長
は
、
北
海
道
奥
尻
高
校
の
生

徒
に
も
ホ
テ
ル
の
運
営
に
参
加
し
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

で
ホ
テ
ル
に
携
わ
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
社

会
経
験
と
と
も
に
、
若
い
人
た
ち
か
ら
新

し
い
発
想
が
得
ら
れ
た
り
、
生
徒
が
来
島

者
と
交
流
し
、
奥
尻
の
魅
力
や
過
ご
し
方

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
ふ
る
さ

と
奥
尻
に
対
す
る
想
い
を
深
め
る
こ
と
も

狙
い
だ
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
水
産

物
や
農
産
物
な
ど
を
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
売
店
で
使
用
、
販
売
す
る
構
想
も
あ

る
。「
ホ
テ
ル
を
地
域
経
済
に
つ
な
げ
る

に
は
、
島
の
食
材
や
商
品
を
使
う
こ
と
が

重
要
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
元
の
食
材
を
提

供
し
、
売
店
で
土
産
品
を
販
売
す
る
な
ど
、

一
次
産
業
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
神か

む

威い

脇わ
き

温
泉
の
湯
を
ホ
テ
ル
へ
運

ぶ
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
単
体

で
は
な
く
、
島
全
体
の
産
業
や
観
光
資
源

と
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

「おくしりまるごと祭」の会場にて、せたな町の特産品を販売。せたな航路の復活を見据え、両町の交流にも力が入る。
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う
」

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
特
定
有

人
国
境
離
島
交
付
金
で
あ
る
。
新
村
町
長

は
、「
七
月
に
有
人
国
境
離
島
法
の
改
正

延
長
が
成
立
し
た
こ
と
の
意
義
は
非
常
に

大
き
い
。
特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
の

住
民
割
引
や
輸
送
費
コ
ス
ト
の
軽
減
、
滞

在
型
観
光
の
促
進
に
対
す
る
支
援
は
重
要
。

こ
れ
に
加
え
て
、
二
地
域
居
住
が
注
目
さ

れ
て
い
る
昨
今
だ
か
ら
こ
そ
、
奥
尻
高
校

を
卒
業
し
た
離
島
留
学
生
な
ど
、
島
と
の

関
わ
り
が
続
い
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、

何
か
し
ら
の
支
援
が
あ
る
と
嬉
し
い
」
と

話
す
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
奥
尻
を

目
指
し
て

　

二
〇
二
二
年
、
奥
尻
町
は
、
島
の
豊
か

な
自
然
環
境
や
水
産
資
源
な
ど
を
次
世
代

に
残
す
た
め
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
な
っ
た
。

こ
の
年
に
環
境
省
の
脱
炭
素
先
行
地
域
に

も
選
定
さ
れ
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ア

イ
ラ
ン
ド
奥
尻
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
水
産
資
源

の
活
用
、
地
域
に
根
差
し
た
特
産
品
の
開

発
な
ど
の
取
り
組
み
が
町
を
あ
げ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
。

地
熱
を
活
用
し
た
発
電
事
業

　

脱
炭
素
の
取
り
組
み
と
し
て
、
二
〇
一

七
年
か
ら
奥
尻
島
の
幌
内
地
区
で
行
な
わ

れ
て
い
る
の
が
地
熱
発
電
で
あ
る
。
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
調
査
し
た
地
熱
井
戸
が
、

奥
尻
町
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
島

内
で
石
油
事
業
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会

社
越
森
石
油
電
器
商
会
が
町
か
ら
井
戸
を

借
り
る
形
で
、
事
業
化
を
目
指
し
た
。
越

森
修
平
代
表
取
締
役
は
、「
私
自
身
は
燃

料
屋
で
、
地
熱
の
こ
と
は
専
門
外
で
し
た

が
、
昨
今
の
化
石
燃
料
使
用
に
対
す
る
社

会
意
識
の
変
化
を
前
に
、
会
社
と
し
て
新

し
い
事
業
に
取
り
組
も
う
と
考
え
た
」
と
、

当
時
を
振
り
返
る
。

　

発
電
方
法
は
、
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た

熱
水
に
よ
り
、
沸
点
の
低
い
媒
体
を
沸
騰

さ
せ
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す

「
バ
イ
ナ
リ
ー
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
。

同
社
で
は
四
億
四
〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
、

発
電
施
設
を
建
設
。
現
在
、
発
電
機
は
二

機
で
、
定
格
出
力
は
二
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト株式会社越森石油電器商会の

越森修平代表取締役。
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と
な
っ
て
い
る
。
国
が
定
め
る
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
を
活
用
し
、
二
〇
〇
キ
ロ
ワ

ッ
ト
を
四
〇
円
／
kW
で
、
北
海
道
電
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
売
電
し
て
い
る
。
こ
の
発

電
量
は
、
町
内
電
力
の
一
〜
二
割
に
相
当

す
る
と
い
う
。

　

井
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
地
熱
発

電
事
業
の
管
理
・
運
営
は
、
基
本
的
に
越

森
代
表
が
遠
隔
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
な

が
ら
一
人
で
担
っ
て
い
る
。
た
だ
、
将
来

的
に
地
熱
発
電
機
を
増
設
す
る
計
画
で
、

そ
れ
に
と
も
な
い
雇
用
を
増
や
す
こ
と
も

想
定
し
て
い
る
。
課
題
は
人
材
の
確
保
で
、

石
油
事
業
に
限
ら
ず
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
奥
尻
島
で
、
新
た
に
人
を
雇
い
入
れ
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。「
多
様
な
人
た

ち
に
交
流
人
口
と
し
て
奥
尻
に
来
て
も
ら

う
こ
と
で
、
島
も
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
私
も
尽
力
し
て
い

る
が
、
新
し
い
ホ
テ
ル
の
開
業
と
そ
れ
に

と
も
な
う
『
奥
尻
〜
せ
た
な
航
路
』
の
復

活
（
前
述
）
に
は
、
特
に
期
待
し
て
い

る
」
と
、
越
森
代
表
は
語
る
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
脱
炭
素
化

　

奥
尻
島
近
海
で
推
進
さ
れ
て
い
る
脱
炭

素
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
が
、「
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
（
以
下
、
Ｂ
Ｃ
）」
で
あ
る
。

島
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
よ
り
「
奥
尻
地

区
海
藻
生
産
・
活
用
調
査
検
討
協
議
会
」

が
立
ち
上
が
り
、
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
の
養
殖

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
奥
尻
町
、
ひ

や
ま
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
奥
尻
支
部

（
以
下
、
奥
尻
漁
協
）
を
中
心
に
、
国
土
交

通
省
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
大
学
、
道

水
産
技
術
普
及
指
導
所
な
ど
が
参
画
す
る
、

産
官
学
連
携
の
事
業
で
あ
る
。
ホ
ソ
メ
コ

ン
ブ
は
、
島
近
海
に
自
生
す
る
海
藻
で
、

奈
良
時
代
に
は
島
で
採
れ
た
も
の
が
朝
廷

に
も
献
上
さ
れ
て
い
る
。
奥
尻
の
特
産
品

で
あ
る
ウ
ニ
の
餌
と
な
る
こ
と
、
粘
性
多

糖
類
（
海
藻
に
ぬ
め
り
気
を
も
た
ら
す
成
分
）

を
多
く
含
む
こ
と
、
食
味
が
良
い
こ
と
、

他
の
地
域
の
コ
ン
ブ
と
違
う
種
類
の
た
め

差
別
化
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
養
殖
対
象

に
選
ば
れ
た
と
い
う
。

　

Ｂ
Ｃ
で
は
、
養
殖
し
た
コ
ン
ブ
を
収
穫

せ
ず
に
海
に
沈
め
る
こ
と
で
、
空
気
中
の

二
酸
化
炭
素
を
海
底
に
固
定
し
て
い
る
。

こ
の
時
、
固
定
し
た
二
酸
化
炭
素
量
を
定

量
化
し
、
排
出
権
と
し
て
企
業
な
ど
と
取

引
す
る
こ
と
を
「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
と
呼
ぶ
。
奥
尻
で
は
二
〇
二
四
年
度

に
〇
・
五
ト
ン
分
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
認
証

さ
れ
、
島
と
本
土
を
結
ぶ
航
空
路
を
担
う 横田稔奥尻町産業振興課長。
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北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
）

や
航
路
を
担
う
オ
ク
シ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
フ

ェ
リ
ー
株
式
会
社
な
ど
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

購
入
し
た
。
ま
た
、
二
五
年
六
月
に
は
Ｂ

Ｃ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
町
と
エ
ネ

オ
ス
で
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

「
単
に
収
入
を
得
る
た
め
で
は
な
く
、
Ｂ

Ｃ
を
通
じ
て
脱
炭
素
に
向
け
た
奥
尻
の
取

り
組
み
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
目
的
。

実
際
、
島
外
企
業
と
の
意
見
交
換
や
視
察

の
受
け
入
れ
も
増
加
し
て
い
る
」
と
、
横

田
稔み

の
る奥
尻
町
産
業
振
興
課
長
は
Ｂ
Ｃ
の
狙

い
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
Ｂ
Ｃ
と
並
行
し
て
、
ホ
ソ
メ

コ
ン
ブ
の
商
品
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

既
に
出
汁
用
の
細
切
り
コ
ン
ブ
や
、
化
粧

水
、
石
鹼
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
、
後
述
す

る
「
海か

い

館か
ん

」
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
コ
ン
ブ
エ
キ
ス
を
使
っ
た
化

粧
品
は
、
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
を
奥
尻
高
校

生
が
手
が
け
、
期
間
限
定
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
の
機

内
で
も
販
売
さ
れ
た
。

サ
ー
モ
ン
養
殖
と

漁
協
直
売
施
設
「
海
館
」

　

奥
尻
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る

水
産
業
を
み
る
と
、
北
海
道
南

西
沖
地
震
以
前
の
漁
業
生
産
額

は
一
四
億
円
以
上
に
達
し
て
い

た
。
ま
た
、
か
つ
て
は
ス
ル
メ

イ
カ
漁
が
盛
ん
で
、
二
〇
一
〇

年
代
前
半
に
は
漁
業
生
産
額
の

半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
。
し

か
し
、
近
年
で
は
全
国
的
に
ス

ル
メ
イ
カ
は
極
め
て
不
漁
で
あ

り
、
奥
尻
島
も
例
外
で
は
な
い
。

大
き
な
要
因
は
海
の
環
境
変
化

で
あ
り
、
ホ
ッ
ケ
の
来
遊
時
期

が
遅
れ
る
な
ど
、
島
で
獲
れ
る

他
の
魚
種
に
も
変
化
が
生
じ
て

い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
漁
業

従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
も
著

し
く
、
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、

地元の水産物を購入できる奥尻漁協青年部の直売所「海館」。
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現
在
の
漁
業
生
産
額
は
四
億
三
一
〇
〇
万

円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
（
令
和
五
年
北
海

道
水
産
現
勢
）。

　

漁
業
の
不
振
を
受
け
、
奥
尻
島
で
は
、

奥
尻
漁
協
や
町
に
よ
る
養
殖
業
や
栽
培
漁

業
へ
の
転
換
・
参
入
が
積
極
的
に
図
ら
れ

て
い
る
。
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
エ

ゾ
ア
ワ
ビ
に
加
え
、
前
述
の
Ｂ
Ｃ
に
関
連

す
る
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
、
シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド

方
式
に
よ
る
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
、
未
利
用
漁

港
で
の
ナ
マ
コ
養
殖
な
ど
、
実
証
的
な
取

り
組
み
を
次
々
に
進
め
て
い
る
。
二
〇
二

六
年
度
か
ら
は
国
の
気
候
変
動
対
策
予
算

を
活
用
し
て
、
新
た
に
ア
カ
ガ
イ
の
養
殖

試
験
も
ス
タ
ー
ト
。「
も
と
も
と
養
殖
業

が
盛
ん
な
地
域
で
は
、
海
面
が
既
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
奥
尻
に
は
未

利
用
の
海
域
が
比
較
的
残
っ
て
い
る
た
め
、

新
し
い
事
業
を
展
開
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
も

あ
る
」
と
横
田
課
長
は
説
明
す
る
。

　

特
に
近
年
注
力
し
て
い
る
の
が
ト
ラ
ウ

ト
サ
ー
モ
ン
（
ニ
ジ
マ
ス
）
の
海
面
養
殖

で
あ
る
。
二
〇
二
二
年
に
初
め
て
水
揚
げ

さ
れ
、
二
六
年
で
五
期
目
を
迎
え
る
。
寿

司
ネ
タ
な
ど
で
人
気
が
高
い
サ
ー
モ
ン
は
、

各
地
で
養
殖
が
盛
ん
だ
が
、
奥
尻
で
は
、

冬
場
の
海
の
光
景
に
ち
な
ん
で
「
淡あ

わ

雪ゆ
き

」

と
名
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る
。

現
在
の
お
も
な
販
路
は
函
館
の
水
産
会
社

で
あ
る
が
、
漁
業
者
が
主
体
と
な
る
「
奥

尻
島
サ
ー
モ
ン
養
殖
協
議
会
」
に
よ
る
住

民
向
け
販
売
会
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
島

内
で
の
認
知
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
住
民
お
よ
び
観
光
客
が
、
島
の
水

産
物
を
購
入
で
き
る
の
が
、
奥
尻
港
に
隣

接
す
る
奥
尻
漁
協
青
年
部
の
直
売
施
設

「
海
館
」
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
加
工
さ
れ
た

奥
尻
サ
ー
モ
ン
や
塩
水
ウ
ニ
を
は
じ
め
、

豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
取
り
そ
ろ
え
、

「
漁
師
の
つ
ま
み
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
鮭

と
ば
や
岩
ノ
リ
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
島
外
か
ら
で

も
注
文
し
や
す
い
。

地
域
に
根
差
し
た
ワ
イ
ン
造
り

　

北
海
道
南
西
沖
地
震
後
、
復
興
事
業
の

一
環
と
し
て
島
内
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が

ワ
イ
ン
の
醸
造
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
の

「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
（
現
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
）」
を

活
用
し
、
二
〇
〇
八
年
に
島
西
部
の
湯ゆ

の

浜は
ま

地
区
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
完
成
し
た
。

　

ワ
イ
ン
は
、
島
内
の
公
共
工
事
な
ど
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
海
老
原
建
設
が
設
立

し
た
株
式
会
社
奥
尻
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、
ブ

ド
ウ
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
製
造
・
販
売
ま
で

を
一
貫
し
て
手
掛
け
て
い
る
。
菅
川
仁
常

務
取
締
役
は
「
当
時
、
国
内
の
離
島
で
ワ

イ
ン
を
造
る
前
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
奥

尻
が
先
駆
け
的
な
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
適
し
た
品
種
や
作
り
方
な
ど
、
す
べ

て
手
探
り
で
の
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
は
、

佐
渡
や
五
島
な
ど
他
の
島
で
も
ワ
イ
ン
造

り
が
始
ま
っ
て
い
っ
た
」
と
、
振
り
返
る
。
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事
業
開
始
当
初
は
、
一
六
品
種

も
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
た
が
、

現
在
は
、
厳
選
し
て
メ
ル
ロ
ー
な

ど
四
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
。
ワ

イ
ン
の
生
産
量
は
年
間
で
三
〜
四

万
本
ほ
ど
で
、
こ
の
う
ち
約
七
割

が
島
外
出
荷
。
経
営
戦
略
と
し
て
、

広
く
大
量
に
販
売
す
る
の
で
は
な

く
、
コ
ア
な
フ
ァ
ン
を
大
切
に
す

る
事
業
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　
同
社
の
地
域
に
根
差
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
音
響
振
動
ワ
イ
ン
」
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
時

に
音
の
振
動
を
タ
ン
ク
に
伝
え
る

こ
と
で
熟
成
を
促
進
さ
せ
る
製
法

で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
激
し
い

波
が
押
し
寄
せ
る
奥
尻
の
「
冬
の

海
岸
の
環
境
音
」
を
聞
か
せ
て

0

0

0

0

熟

成
さ
せ
た
ワ
イ
ン
も
製
造
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
元
の
奥
尻
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
曲
を
聞
か
せ
た

ワ
イ
ン
も
造
っ
て
お
り
、
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
予
約
制
で
見
学
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
現
在
は
年
間
で
約
一
〇

〇
〇
人
が
訪
れ
る
。
港
や
空
港
か
ら
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
る
た
め
、
じ
っ
く
り
見

学
す
る
に
は
、
日
帰
り
で
は
な
く
、
島
内

で
宿
泊
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
現
状

で
は
、
宿
が
予
約
で
き
ず
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
観
光
客
も
少
な
く
な
い
た

め
、
新
た
な
ホ
テ
ル
建
設
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。「
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
奥

尻
を
知
っ
て
も
ら
い
、
い
つ
か
ワ
イ
ナ
リ

ー
を
目
的
に
来
島
し
て
ほ
し
い
」
と
、
菅

川
常
務
は
期
待
を
口
に
す
る
。

（
後
篇
に
つ
づ
く
）
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